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西東京市市民協働推進センター 1 
平成２２（2010）年度第１回 運営委員会会議録（確定稿） 2 

 3 
 4 
 5 
 6 

 7 
 8 
 9 
 10 

○社会福祉協議会・望月新事務局長あいさつ 11 
 12 
○市民協働推進センター・西口新センター長あいさつ 13 
 14 
○運営委員の委嘱（新委員の有馬、田辺両氏に委嘱状を手渡す） 15 
 16 
○自己紹介 17 

 18 
 19 
１． 4月以降の西東京市市民協働推進センターの事業について 20 
○トークサロン市報原稿について事務局が説明。 21 
事務局：本年度最初の協働推進センター事業は、NPO法人子どもアミーゴ西東京の協力をいただき、「子ども22 

たちの放課後の居場所を考える」というテーマでトークサロンを開催する。日時は5月28日19時か23 
ら20時30分、対象は子育て中の母親や父親、子育て支援団体の方々など広く考えている。 24 

委員長：トークサロンについて質問はあるか。 25 
委 員：トークサロンは学童に限らず、子どもを育てるのに地域はどうあったらよいのかについてもやりとり26 

があることを期待する。 27 
委員長：日程調整できる委員はトークサロンに参加してほしい。  28 
 29 

 30 

１．第10回運営委員会会議録について 31 
○第10回運営委員会会議録（未定稿）を確定稿とした。 32 
 33 

 34 
 35 

１．西東京市市民協働推進センター運営事業業務報告（案）について 36 
○西東京市市民協働推進センター運営事業について事務局が説明。 37 
事務局：平成21年度事業では機関紙「ゆめこらぼ通信」の発行、ITの活用（市の地域情報ステーションにページ38 

開設、独自のブログ開設）をはじめ、市民シンポジウム、市民活動・コミュニティビジネス講座、NPO 法人の39 
ための会計講座（基礎編、中級編）、協働を考えるシンポジウム、2010 NPO 市民フェスティバル、企業懇談40 
会、NPO・市民活動ネットワーク懇談会、アドボカシー講座、トークサロン、ひまわりプロジェクト in 東大農場41 
を開催した。調査活動では講座修了者へのアンケートと市民活動団体状況調査を行った。関係団体・機関42 
との話し合いや連携も行うとともに、運営委員会を開催した。センターの利用状況、相談状況については表43 
を見ていただきたい。 44 

委員長：この１年間が総括されている。今後につなげていくため気付いた点や課題を指摘してほしい。 45 
委 員：「関係機関との連携」の中にある「実習生の受け入れ」とはどういうものか。 46 
事務局：社会福祉協議会が武蔵野大学、日本福祉教育専門学校などから学生の受け入れを依頼された。学生本47 

人の意向を聞いたうえで、社会福祉協議会が運営する施設で実習した。センターはそのうちの一つで、48 
日程は１日か２日。 49 

委員長：今回は福祉関係の実習の一環ということだが、ゆくゆくは市民活動を支援すること自体を実習したい50 

１．報 告 事 項 

■開催日時：平成２２年４月２０日（火） 午後７時～８時３０分 
■開催会場：イングビル 3階第2会議室 
■出席委員：有賀委員、有馬委員、熊田委員、小林委員、坂口委員、田辺委員、中曽根委員、橋本委員、 

原委員、山辺委員、吉田委員  
 <以上１１名、五十音順> 

■事 務 局：望月社会福祉協議会事務局長、西口センター長、丸木地域福祉課長、中澤主事、田中 

２．審 議 事 項 

３．協 議 事 項 
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という人を受け入れたり、そのためのプログラム（実習計画）が開発されたりすると良い。今後の課1 
題となろう。ともあれ、初年度に６人を受け入れたことはセンターの前向きな姿勢として評価したい。 2 

事務局：これからの課題となるが、学生を実習生でなくインターンシップというかたちで受け入れていく方が、3 
センターのメリットは大きく、学生にとってもかなりメリットがあると思う。運営委員会で今後検討4 
して意見をいただけるとありがたい。 5 

委員長：この件は今後、運営委員のみなさんから意見をいただくことにする。 6 
委 員：パソコンの利用件数が少ない。インターネットで探そうにも表示されないサイトが多く、使い勝手が7 

悪い。 8 
事務局：市の措置でフィルタリングソフトが入っており、非表示の設定も高めになっている。センター内での9 

飲食禁止の問題が利用者懇談会で取り上げられ、４月からはおにぎり、サンドイッチといった軽食で10 
あれば食べられるように変わる。パソコンも、運営委員会での意見をはじめ、（これからつくる）第三11 
者評価委員会など幅広く市民の意見を聞き市に伝えることで、使いやすくするなど柔軟に対応しても12 
らえると期待している。 13 

委 員：市がフィルタリングの基準を決めているのか。 14 
事務局：特に基準は示されていない。 15 
委 員：西東京商工会でも広く市民の方々に向けてのパソコン講習会を月３回開いている。活用していただき16 

たい。 17 
委員長：その他、意見･質問はあるか。 18 
委 員：（事業報告書について）開催した時間を明記したほうがよい。 19 
    運営委員で共有する資料であれば、どうだったのかというようなコメントも入れたらどうか。 20 
委 員：トークサロン（国際交流編）の参加者17名とのことだが、状況はどうか。 21 
事務局：スペース的にはぎりぎりだ。12～13名が適当だと思う。 22 
委 員：市民活動団体の登録リストは今回１団体だけだが、登録が落ち着いてきたということか。登録団体が23 

増えるのは活気が出る。相互に知り合える仕組みもあったほうがよい。トークサロンなど、市民活動24 
団体にも力を出してもらえればもっと広がりができるのではないか。 25 

事務局：トークサロンについては、三鷹のように協働センターが広報・受付を担い、各団体が企画を立てて実26 
行していくようなやり方をしたいと考えている。 27 

委 員：登録団体から、毎年の更新手続きは面倒だ、どうにかならないかとの声がある。 28 
委員長：他に質問はないか。 29 
事務局：ひまわり事業について、市から受けてほしいとの打診があった。圧倒的なマンパワー不足であること30 

を市に説明したところ、昨年と同じやり方ではなく、もっと省力化する方向で行ってほしいとのこと31 
だった。東大農場ボランティアや東大農場を取り巻く団体の力を借りながら担っていきたい。具体的32 
にはヒマワリ油を使う調理はしない。搾油を行う前と後に分け、センターは種まきから収穫までを担33 
当するよう考えている。 34 

委員長：本年度事業に加わったということで意見を聞きたい。 35 
委 員：追加の事業なので委託費の追加はあるのか。 36 
事務局：ある。 37 
委 員：マンパワーが足りなくて大変だったとのことだが、スタッフの過重負担にならないように委託費をそ38 

れに使えるのか。 39 
事務局：委託費が人件費に当てられることはない。マンパワーの問題は、いろいろな団体を巻き込み、ボラン40 

ティアの協力も求めていくということで人手不足を解消していく。昨年ヒマワリ迷路に４千人が集ま41 
っており、協働推進センターをＰＲするうえで有効な事業になるのではないかと思う。 42 

委 員：４千人が集まることに伴う安全管理などについて団体と話し合いを進めていくなど、スタッフが仕事43 
としてかかわらなければいけないところに、全く人件費がついていないのはおかしいのではないか。 44 

委員長：過重な負担だったということが市に返した理由なのに、また人件費がつけられないというのは今後の45 
課題である。できるだけスタッフの負担を軽くする方向で検討してほしい。 46 

 47 
 48 
 49 
 50 
１．次回運営委員会日程について 51 

４．そ の 他 
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事務局：次回は５月１８日（火）午後７時～９時、 1 
場所はイングビル３階第２会議室。 2 
 3 

以上をもって散会した。 4 


